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「ＩＴ意見交換会」
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「近建青事業　第１回近畿青年建築士サミット　
 事業報告」
「近建青事業　第１回近畿青年建築士サミット
 に参加して」

 郡山支部
「未来につなぐ！城下町の歴史的建造物を
 活かしたまちづくり」

 奈良支部
「スペイン研修報告書」

 天理支部
「京都国立博物館・二条城　研修会」

 高田支部
「高田支部事業報告」

 住まいまちづくり委員会
「平城地域歴史的建造物調査　報告会　
 押熊・中山・山陵・秋篠・歌姫」

 お知らせ
「通常総会」他

　サン・マルコ広場にそびえる９６ｍの塔。

世界で一番美しいと言われている。ヴェ

ネツイアで最も有名な大聖堂。見張り台

と灯台の役目をしている、ビザンテン建

築を代表する記念建築物。８２６年建築。

１９０２年に崩壊。現在の建物は１９１２年に再

建されたもの。屋上からの眺めは最高。

高さ９６ｍで赤レンガと大理石で造られて

いる。白い格子状の部分が見晴台となっ

ております。上の写真は緑色の尖塔のて

っぺんには黄金に輝く「カブリエル大天

使像」がついています。風向きによって

回転するそうです。有料のエレベータで

登れて快適です。世界遺産のサン・マル

コ寺院。サン・マルコ広場は勿論ヴェネ

ツア市内。運河の船（ゴンドラ）も青い

海も青い空、赤茶色の建物、３６０度好き

な角度から見られるとても素敵な処です。

 （写真・文　提供　出原　眞）
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開催日時：平成２７年９月５日（土）、１２日（土）
　　　　　９：３０〜１４：３０
開催場所：奈良県建築士会館
参　加　者：９名（内学生７名）
　平成２５年度に初めて開催された建築模型講習会は早くも
３回目を迎えました。
　昨今、私たちのライフスタイルは大きく変化し、今後も
一段と進むことが予想されます。
　ライフスタイルの変化は必然的に多様性を伴うものであ
り、家づくりにおいてもその対応が求められます。既存の
物件の間取りや水回りなど建物全体のデザインを大きく変
える住宅改修工事は、新築時の性能に近づけることだけで
なく、さらに快適に住めるよう付加価値を与えるものとし
て、今後ますます注目されていくと思われます。
　今回の建築模型講習会は【リフォーム編】と題して、今
後さらに増えていくと予想される住宅改修工事を考える上
で、改修前と改修後を比較して判断できる差替え式の模型
制作を行いました。その際、より理解が得やすいよう、制
作の流れに沿って映像も交えた説明もありました。

　１日目（９月５日）。模型を制作する上で欠かせない道具
や材料の説明をした後、まずはウォーミングアップとして
５㎝角のサイコロを制作しました。
　単純に同じ大きさの正方形を６枚くっつけても正立方体
のサイコロにはならないことや、正確な建築模型を作るに
は辺の勝ち負け、のりしろ

毅 毅 毅 毅

作り、水平・垂直を意識したス
チレンボードの切り出しなどを考えることが重要であるこ
とを学びました。

　その後、メインとなる模型の床・外壁の切り出しを行い
ました。床については、リフォーム模型ならではの取り外
し可能な工夫がされた床を制作しました。外壁については、

図面の寸法通り、スチレンボードを切り出すだけで良いと
思っていた受講者が多くいました。しかし、実際は入隅や
出隅ののりしろ

毅 毅 毅 毅

を考える必要があり、図面を立体的に組み
立てる難しさを感じたようです。
　模型の仕組みが分かると、徐々に手つきも慣れ、制作ス
ピードも上がってきたように感じました。

　２日目（９月１２日）。リフォーム後の床・間仕切壁の制作
を行いました。リフォームプランは、空いた１週間を利用
し各々考えていただきました。中には、「とても楽しく考え
ました。」と手描きのプランを持参した方もおられ、場の
雰囲気も盛り上がりました。作業の方もコツを掴んで、皆
さん終始没頭されている様子でした。
　最後に１人ずつプレゼンテーションが行われました。
　改修前の壁を活かして部屋の用途のみを変えるプランや、
間仕切壁を無くして大きな広間にするプランなど、個性豊
かで興味深いプランが発表されました。また、今回留学生
の方も何名かおられて、国による住宅文化の違いなども知
ることができました。

　今回の講習会は作業量も多く、個々の制作スピードに大
きな差があるように感じました。今後は、初心者に向けて
本講習会前に予行練習の日を設けるなどの工夫が必要と思
われました。また今回、専門学校の講師をされている建築
士会の会員様からご縁をいただき、学生さんに多く参加し
ていただきました。今後も世代を問わず多くの方に参加し
ていただけるような中身の濃い講習会を目指していきたい
と思います。
　多くの個性、多様性に接することができ大変有意義な時
間を過ごさせていただきました。
　講師を務めてくださった㈱大和工藝の谷様、林様。運営
にご協力いただきました青年委員会の皆様。本当にありが
とうございました。 （記・青年委員会　木本千香子）

青年委員会
第３回模型講習会

※編集の都合上、掲載が遅くなりましたことをお詫び申し上げます。
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１．はじめに
　「鉄ほど人間に深くむすびついた金属もない１）」。これか
ら６回にわたり、鉄（鋼）と建築にかかわる多少の話題を
提供したいと思う。ただし、鉄骨構造（鋼構造）の設計に
かかわる具体的事項については触れないので、必要であれ
ば参考資料２）を参照していただきたい。
　なお、鉄骨構造と鋼構造の二つの用語について、建築学
会では「鋼構造」を採用しているが、特に理由もなく両用
語は使用されている。どちらでもいいのだが、本稿では
「鋼構造」と呼ぶことにする。
２．鉄と鋼
　現在我々が広く使用し、「鉄」と呼んでいる金属は、その
多くの成分が金属元素の鉄（Ｆｅ）であり、その他に炭素（Ｃ）、
珪素（Ｓｉ）、燐（Ｐ）、硫黄（Ｓ）、マンガン（Ｍｎ）、クロム
（Ｃｒ）、その他の元素を含んだ合金になっている。
　ところで、地球内部の主成分は鉄、酸素、珪素、マグネ
シウムの４元素である。これら４元素の重量比率は図１の
ようになっていて３）、鉄元素が最も多い。地球の内部構造
において、核の部分はニッケルを含有する鉄でできており、
地球の重さの１／３は鉄である。図２は地殻の元素成分構
成である３）。最も多い金属はアルミニウムで、鉄はこれに
次いで多い金属であり、地殻全体の５％の重量を占めてい
る。
　ところで、内部の核が鉄であるような惑星を地球型惑星
といい、火星までがこの種の惑星である。木星以遠の惑星
は主に岩石と氷でできている。
　金属元素としての鉄（Ｆｅ）は純粋の元素のままで産出さ
れることはない。鋼の原料である鉄鉱石は、一般に酸素と
結合して酸化鉄の形をとっている。鉄鉱石（酸化鉄）は、
２０～２５億年前に生成されたと推定されている。当時海中に
溶存していた鉄は、光合成生物の出現によって放出された
酸素と結合して海底に鉄鉱石の層として沈殿した４）。その

後の地殻変動を経て陸上に存在している鉄鉱石を我々は資
源として活用している。このようにして生成された鉄は地
球上に極めて大量に存在し、広く分布している。
　「重金属は、人間にとって有害なものが多いが、鉄分は
生命維持に必須の元素である。これは、鉄分が豊富な海の
中で生物が誕生したことと無縁ではないであろう。」という
ような意味のことを何かで読んだ記憶がある。このことは、
生命が誕生した海水中に鉄元素が多量に含まれていたこと
と無縁ではないであろう。鉄を敵にまわして生存は不可能
だったはずである。
　金属としての鉄はそれに含まれている炭素の量が少ない
ほど柔らかくて延びやすい。逆に炭素量が増えると強度・
硬度が高くなるが、延性（靭性）が低下して脆くなる。こ
のように、鉄は炭素の含有量に応じて性質が大きく変化し、
次のように分類されている。
　・純鉄（炭素含有量：０．０３５％未満）
　・鋼　（炭素含有量：０．０３５～１．７％）
　・銑鉄（炭素含有量：１．７％以上）
　以上のように「鋼」は含有炭素量によって定義されてい
て、さらに炭素量によって表１のように分類される。炭素
量が増えると溶接性も低下するので、建築構造で主に使用
される鋼材は、表１中の軟鋼と呼ばれるものである。一般
構造用圧延鋼材であるＳＳ４００やＳＭ４９０、また建築構造用圧
延鋼材であるＳＮ材などは軟鋼である。
　鉄の融点は炭素含有量に応じて図３のように変化する。
炭素量が３～５％の鉄を特に鋳鉄
という。図３に示すように、鋳鉄
の融点は低いため、これを溶融さ
せて鋳型に流し込んで鋳造する鋳
物用の鉄として活用されている。
代表的な鋳鉄製品の一つがマンホ
ールの蓋である。
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 日本建築総合試験所
第１回　「 鉄 と

てつ

 鋼 」
はがね

 鋼 と建築
はがね

図１　地球の元素成分構成（重量％） 図３　鉄の融点と炭素量の関係図２　地殻の元素成分構成（重量％）

表１　鋼の分類
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３．鋼の製造
　酸化鉄である鉄鉱石には鋼に有害な物質（硫黄やリンな
ど）も含まれている。このような鉄鉱石からそれぞれの用
途に適するような性質・形状に造り替えて商品化したもの、
すなわち鉄鋼製品を造り出すには一般に次の工程を経る。
 製銑　→　製鋼　→　圧延
　まず炭素成分と不純物が多い銑鉄を造り（製銑）、次に炭
素と不純物を大幅に減らして鋼を造る（製鋼）。この方法は
間接製鉄法と呼ばれている。次に鋼を押し延ばして、Ｈ形
鋼などの圧延鋼材に成形する（圧延）。
　製銑の工程に使用される設備が溶鉱炉であり、わが国の
銑鉄は高炉と呼ばれる溶鉱炉で生産されている。銑鉄の炭
素や不純物を減らして強靭な性質を与えたものが鋼であり、
鋼を造ることを製鋼という。製鋼には転炉あるいは電気炉
（電炉）が用いられ、転炉は銑鉄、電気炉は鉄くず（スク
ラップ）を主原料とする。
　転炉は、１８５６年にベッセマーによって発明された鋼の大
量生産技術である５）。これは明治維新の１２年前のことであ
った。図４に現在の転炉の構造を示すが、初期の転炉では
純酸素ではなく空気を転炉の底から吹き込んでいた。溶銑
中の炭素や不純物を酸化燃焼させて目標とする材質の鋼に
変換するのが転炉（converter）の仕組であり、この工程
で燃料は不要という画期的な技術である。

　電気炉は、アーク熱（約５０００℃）でスクラップを溶融し
て鋼を再生する溶解炉である。現在、日本の粗鋼生産量は
年間約１億トンであるが、そのうち電炉鋼の占める比率は
１／４～１／３ほどである。電炉鋼のメインの消費者は土
木・建築構造物であり、鉄筋はほぼ１００％電炉鋼である。
　製鉄の原理は古今変わらない。鉄鉱石から金属鉄を得る
ためには、鉄元素に結合している酸素を引き剥がする必要
がある。要するに還元である。還元剤として木炭や石炭が
用いられてきた。これらの主要元素である炭素と鉄鉱石に
含まれる酸素を結合させて金属鉄が抽出され、この過程で
二酸化炭素ＣＯ２ が発生する。今日、ＣＯ２ は一部の学者から
有害物質であるかのような扱いを受けているが、植物にと
っては主食である。
　日本は鉄資源としての鉄鉱石が乏しく、砂鉄を原料とす
る「たたら製鉄」によって主に中国山地で鉄（和鉄や和銑）
を製造してきた６）。日本刀の原料である「 玉 

たま

 鋼 」はたたら
はがね

製鉄によって供給されてきたものである。
　幕末になって日本を守るための武器や船舶の材料として
多量の鋼材が必要となり、反射炉の建造が推進される。そ
の仕組を図５に示す。溶解室に置かれた銑鉄を燃料の燃焼
熱の輻射熱によって溶解させ、不純物を燃焼・除去する。
　幕末の日本で反射炉を最初に実用化したのは佐賀の鍋島
藩である。書物のみを頼りに成功したらしい。これは、当
時の職人たちが日本刀や農機具など、鉄製品の製造を通し
て鉄の性質に深い理解を有していたからではないだろうか。
話はそれるが、反射炉だけでなく蒸気機関車やアームスト
ロング砲を日本で最初に自作したのも佐賀藩である。佐賀
藩は幕末の技術立藩であった。伊豆韮山の反射炉の建設に
は佐賀藩の技術が貢献している。

参考資料
１）司馬遼太郎：この国のかたち　五、文春文庫。
２）建築技術教育普及センター：構造設計１級建築士講習

テキスト、第２章第２節
３）山口幸夫：金属格子の中の文明、社会思想社、１９８４．

（地学の本）
４）丸山茂徳、磯崎行雄：生命と地球の歴史、岩波新書５４３、
１９９８．

５）中沢護人：鋼の時代　第１３刷、岩波新書、１９８８．
６）山内登貴夫：和鋼風土記─出雲のたたら師─、角川選

書、１９７５
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略　歴
井上一朗（いのうえ　かずお）
　（一財）日本建築総合試験所　副理事長・試験研究センター長。工学博士。
　１９４６年福岡県生まれ。１９７０年九州大学大学院工学研究科建築学専攻修了。
日立造船㈱鉄鋼設計部、大阪大学工学部・助手、助教授、京都大学大学院
工学研究科・教授、岡山理科大学総合情報学部建築学科・教授を経て現職。

賞　罰
　１９９７年　日本建築学会学会賞（論文）受賞。１９９８年　日本鋼構造協会奨励賞
論文部門受賞、２００８年　日本鋼構造協会論文賞受賞

図５　反射炉の仕組

図４　転炉による製鋼



　　■　S　H　I　K　A　I 　　N　A　R　A　 　2　0　1　64

１　はじめに
　私は水道関係の業務に携わっているが、２０１１年４月から
３年半は水道管製造関係者で組織された鉄管協会へ出向し、
ダクタイル鉄管の広報活動をしていた。レンタカーの運転
が勤務時間の大半を占めたが、通り道には見聞できる宝箱
がたくさん落ちており、ここではその一部を紹介する。
２　阿蘇の水基
　熊本県阿蘇市にある阿蘇神社の境内に湧き出る銘水「神
乃泉」は、地域の生活用水、飲用水として利用されてきた。
十数年前から木製や石造りの水基が１４ヶ所設置され、道行
く人にふるまわれ、散策コースとして楽しむことができる。
写真①は「幸の泉」で、住民が手作りで作り上げた水基で
ある。
３　貝類展示館　海のギャラリー
　高知県には名建築が多く、その中でもお気に入りは、土
佐清水市にある「海のギャラリー」（写真②）である。女性
建築家の草分け的存在である林雅子の設計で、１９６６年に竣
工して半世紀が経った現在でも全く見劣りせず、後世に残
したい文化遺産として建築百選に認定されている。柱梁の
ない折半構造で、２枚のコンクリート屋根が棟部のトップ
ライトで連結され、合掌造りになっている。貝類展示館に
ふさわしく、建物全体が屏風折りのような形状で、オオシ
ャコガイをイメージした外観である。館内は統一された深
いブルーと間接照明により、来館者は海の中にいるように
感じる。１階ホールから吹き抜け部に向かって見上げると、
トップライトからの太陽光が２階の吹き抜けガラスを透過
し、まるで海中から水面を見上げたときの太陽の煌めきを
体験することができる。
４　べた踏み坂（江島大橋）
　島根県松江市から鳥取県境港市を結ぶ江島大橋（写真③）
は、水門開閉時の渋滞解消などを目的として２００４年１０月に
供用を開始した。乗用車のＣＭでは「ベタ踏み坂」で有名
になり、豊川悦司と綾野剛の「どうだ、アクセルベタ踏み
だろ？……いいえ……」は今も記憶に残っている。５千ト
ン級の船舶が桁下を航行するため、島根県側で６．１％、鳥取
県側で５．１％の勾配を設け、道路面の高低差は５０ｍにもな
る。中央径間２５０ｍは、ＰＣラーメン構造の橋梁では日本
最長である。協会の「綾野剛」と呼ばれた？筆者もレンタ
カーで走行したが、実際に走ってみると「ベタ踏み」には
ならない。何往復かしてみたが、結果は同じであった。し
かし、日本の最高技術を誇る江島大橋を走行できたことに
変わりない。
５　おわりに
　鉄管協会時代に収集した見聞雑記はたくさんあるので、

機会があればこの頁を頂戴したい。また、２年間、熊本の
広報担当をさせていただきましたが、犠牲になられた方々
に謹んで哀悼の意を表すとともに、被災された方に心から
のお見舞いを申しあげます。 （記・生駒支部　水守寛敏）

マニー水守の見聞雑記

写真③

写真②

写真①
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　２月２０日（土）と２１（日）の２日間、「第３回　奈良の森と木
と家のフェスタ」が、イオンモール橿原にて開催されました。

　奈良の木の利用促進を目的に、県と林業・木材産業・設
計業・建築業団体で設立した「奈良の木」マーケティング
協議会が、「奈良の木の良さを知ってもらおう、奈良の木を
身近に感じてもらおう、奈良の木を使ってもらおう」とい
うコンセプトをもとに企画し、奈良の木に親しんでもらう
イベントを開催しました。
　青年委員会の主な展示内容としては、
①奈良県立高等技術専門校さんと、青年委員会とのコラボ
レーション企画

　奈良県立高等技術専門校さんが製作した大きな住宅模型
から図面を起こし、３ＤＣＡＤを作成。コントローラーを
使って完成した家の中を自由に歩き回れるというものでし
た。さらに、家の中で飛行機のおもちゃを探すあそびもあ
り、沢山の子供たちが楽しそうに操作をしていました。
②木のパズルのチャレンジコーナー

　毎回好評をいただいている木のパズルですが、子供だけ
でなく大人の方も一緒になり真剣に取り組んでおられました。
③木製カヌー展示

　カヌーに乗船体験をして写真撮影などを楽しんでいただ
きました。　これらの展示には、順番を待つ行列ができるほ
どで、多くの人々に興味を持っていただくことができ、手
応えを感じる事ができました。
　その他、昨年行った事業の「おかしの家つくり」・「木工
教室」のパネル展示をしました。
　イベント全体としては、奈良のゆるキャラのせんとくん
やナライガーとの撮影会や宿泊券や奈良の木製品等が当た
るスタンプラリーなどがあり大盛況でした。
　このように多くの来場者に足を運んでいただいた事によ
り、私たち青年委員会は今回のイベント活動を通し、広く
地域社会や生活者へ建築士の仕事や建築士会の活動をアピ
ールする事ができ、わかりやすく職能を伝えることができ
たと思います。また、将来を担う子供たちにも少しでも建
築に興味を持っていただくことができたと思います。
また、今回のイベントは青年委員会の事業の中では長丁場
であり、深夜の設営・搬出入もあり大変ではありましたが、
参加メンバーの活躍により無事に終える事ができ、皆かけ
がえのない経験ができたのではないかと感じています。
　次年度も一般市民の方々を対象とした事業を活発に行い
ながら、説得力のある活動を展開していけるように、青年
委員会一丸となって精進したいと考えます。
 （記・青年委員会　吉村尚之）

青年委員会
第３回　奈良の森と木と家のフェスタ
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　３月５日（土）奈良県建築士会館一階会議室において、
「ＩＴ活用意見交換会」を開催されました。

　ＩＴで変貌する社会に対する建築士の関わり方を考える
機会を設け、様々な方と意見交換を行なうことで、自分に
ない発想などひらめきを得ることを主旨としております。

　講師がいなく動画のみという初の試みでありましたが１６
名の方に参加いただきました。
　活動内容といたしましては「夏野剛」氏の「ＩＴで変貌
する社会と日本企業の未来」の映像を参加者全員で見た後、

グループごとに「自分にとってのＩＴ活用」と「変わるも
の、変わらないもの、未来について」という二つのテーマ
で意見を交換し、参加者それぞれの感じ方やひらめきを共
有する機会を設け少しでも仕事や家庭、今後の活動でお役
にたてられるよう開催しました。

　今回は意見交換会のグループわけをあらかじめ設定し、
年齢や職業ができる限りバラバラに分けて偏った意見だけ
でなく様々な意見が聞けるよう配慮しました。また、付箋
を使用し自分のアイデアや率直に思ったことを書き出しグ
ループごとにまとめやすくしました。
　ただ今回のテーマである「ＩＴ」に関するテーマは論点
が多く出て話をまとめるのが大変でした。
　「自分にとってのＩＴ活用」に関しては仕事ではメール
やタブレットの使用、必要なものはインターネットで購入、
ホームページを活用している等、今でこそありふれている
ことや「そうなんだ」と気づいた事もいくつかありました。
　「変わるもの、変わらないもの、未来について」ではイ
ンターネットを使った人材探しや設計図書の効率化、ドロ
ーンやＧＰＳを使った土地調査等夢のような話まで飛び出
しすごく楽しい時間を過ごせたと思います。
　初の試みであった講師のいない映像による「ＩＴ活用意
見交換会」大成功に終わったと思います。参加者の方々は
建築関係の方たちが多数でありながら自らの立場や年齢、
設計、施工の違いというだけでこれだけの意見をかわせて
しまうので、次回の開催は多種多様一般の方々にもチラシ
など広報にも力を入れ、更には参加者ももっと増やすため
に付加価値のある高い企画を検討していきたいと思います。
講演会動画というものはまだまだ数多く存在しています。
吟味して意見交換を行う題材を探し次回につなげていきた
いと思います。

 （記・青年委員会　齋藤清貴）

青年委員会
ＩＴ活用意見交換会を開催しました
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　平成２８年２月１３日（土）、大阪府建築健保会館にて、近畿
建築士会協議会青年部会主催（担当：研修委員会）、「第１
回近畿青年建築士サミット」を開催いたしました。
　メインテーマ「キンキハヒトツ！」のもと、近畿二府四
県の青年建築士が集い、日頃の活動報告や建築士会の未来
について考える機会となりました。この事業のきっかけは
昨年度の終わりごろ、近建青出向者以外の各単位士会青年
委員どうしの出会う機会が普段なかなかないこともあり、
『府県の垣根を越えた交流、情報交換を行える場をつくり
たい！　そして、各単位士会での有意義な活動につなげよ
う！』という思いで発案しました。
　初回となる今回は二部構成とし、第一部では建築士会に
入会した動機や、活動をしている理由などを活動年数の近
い参加者間でお話しいただき、今後どのような会となれば
継続して活動ができるのか、会員増強につながるかなどを
協議しました。第二部では、「近建青アニュアル」に掲載さ
れている事業から６テーマをブース分けし、グループ・デ
ィスカッションを行うことで各府県での取組みの違いなど
を知っていただき、今後より良い事業とするための方法に
ついて意見を交わしました。
　サミット後のアンケートでも今後につながる様々な意見
をいただき、次年度以降の近建青、各単位士会の活動の糧
になるように考えていきたいと思います。
　今回、１２０名（内、奈良県青年委員会委員１７名。協賛企業
の参加者含む。）を超える方々にご参加いただき、ありがと
うございました。改めて御礼を申し上げます。この経験を
日頃の仕事や、建築士会活動にお役立ていただければ幸い
です。

近畿建築士会協議会青年部会　研修委員会　委員長
 島村　健司（和歌山県建築士会青年委員長）

青年委員会
近建青事業　第１回近畿青年建築士サミット　事業報告

　奈良県建築士会青年委員会より近畿建築士会協議会青年
部会に出向させていただき、サミットの担当委員会である
研修委員会にて事業を担当いたしました。
　お忙しい中、参加していただいた委員の皆様ありがとう
ございました。第１回と初開催の事業ということで、すべ
て手探りの状態から企画・運営となりましたが、結果的に
は建築（士）の次世代を担う多くの青年建築士が集まり、
これからの建築士会について互いの意見を交わし合いしっ
かりと協議することができたと思います。サミット後の懇
親会でも、普段は関わる事の少ない他府県の建築士と交流
する場を設けることができました。
　他府県での事業に参加し、県外から奈良県を見つめるこ
とにより見えてくる部分があります。それにより刺激を受
けて奈良県での事業や活動に活かされるはずです。しかし、
その機会が近建青への出向や全国大会などへの参加と限ら
れた人にしか体験できないのでは勿体ないので、今後とも、
他府県との交流は多くの会員の方々に経験していただきた
いと思っています。
　来年度は、ありがたいことに研修委員会の委員長として
第２回に向けて企画を進めさせていただくこととなりまし
た。近畿２府４県の青年建築士が揃って、“楽しく”“前向
きに”“向上心を持って”“共に成長し”“また参加したくな
る“事業にさせていただきたいと思っております。
　企画において、青年委員会の皆様にも改めてヒアリング
等をお願いする予定です。青年みんなで作り上げていく事
業ですので、ご参加いただく事も含めご協力のほどよろし
くお願い申し上げます。

近畿建築士会協議会青年部会　研修委員会　次期委員長
 東川　正樹（奈良県建築士会青年委員）

近建青事業　第１回近畿青年建築士サミットに参加して
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　最初の訪問先は本町の「横田家住宅」です。元々両替商
で城の内濠に接していた位置に有り、敷地奥に船着き場の
石段跡が残っているのも興味深いところです。
　堺町〜藺町を通り次に向かうのは、有形登録文化財で知
る人ぞ知る「杉山小児科医院」です。欧風のハーフティン
バーと白壁が雰囲気を演出して町並みに独特な存在感を与
えています。又内部のステンドグラス窓アールデコ調の階
段等も見所です。
　本町筋〜南鍛冶町〜茶町〜雑穀町を経て今井町の「松田
家住宅」に辿ります。松田家住宅は昭和初期の総２階建で、
内玄関に吹き抜けの坪庭を配した京町家風の所有者のセン
スが活かされた粋な造りになっています。
　今井町を出て菓子司菊家本店を通り紺屋町箱本館にてト
イレ休憩をした後、藺町〜矢田町〜柳町から「和田徳」「Ｋ
コーヒー」の金魚ＢＯＸを見て、北大工町から洞泉寺町の
最終点のフォーラムの会場でもあり、同時にパネル展示も
ある「旧川本家」に到着致します。約２時間の行程の中、
特徴ある建物に参加の皆様には楽しんでもらえたようです。
　但し、調査当初に比べまち並みの空地が現在進行形で増
加しているのが問題を提起しています。現存の町家風景を
次世代に残すには多方面の努力がなければ困難です。更に
愛着を持って頂く方が増える事を期待したいと思います。

　平成２２年より郡山支部「郡山城下町建物探訪部会」（以下、
探訪部会）が取り組んできました、「城下町箱本十三町を主
とした町家調査」については、平成２３年から現在に至り支
部活動報告として士会ＨＰや本誌に掲載させて頂きました。
　文化庁「歴史建造物の保全活用の促進による地域の活性
化事業」の一環での 悉  皆 調査の発表を行ったことを皮切り

しっ かい

に、平成２４年秋には郡山城ホールに於いて「温故知新」と
題したパネル展示会を開きました。さらに、平成２５年から
毎年「なら・はならあと」期間中に市内各所にてパネル展
示等を開催致してきました。
　平成２６年度からは、建物調査した歴史建造物の中から、
特徴的な建物を「郡山として大切にしたい建物５０選」とし
て厳選しました。その所有者に聞き取り調査をし、概要平
面図を起こして記録としました。
　平成２７年度には、大和郡山市が実施助成している「大和
郡山市アイデアサポート事業」に採択されました。探訪部
会により、未来につなぐ城下町の歴史的建造物を活かした
まちづくりに向けて、パネル展示、フォーラムを開催、こ
れまでの調査の冊子を編集する運びとなりなりました。士
会会員の方にも機会が有れば、一度手にとって頂きたいと
思っております。
　そしてこの度、２月１４日（日）に「やまと郡山城ホール」
にてパネル展示会を開催。そして、３月１３日（日）午前中、
市内外より４０名の参加を頂き２班に分かれての歴史的建造
物を巡るまち歩きを開催しました。

8

郡山支部
未来につなぐ！
城下町の歴史的建造物を活かしたまちづくり

３／１４　まち歩きの模様（２班）

２／１４
やまと郡山城ホール
にて展示会

３／１４
まち歩きの模様
（１班）

横田家住宅
かまど（へっつい）
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　午後からは「旧川本家（有形登録文化財、元遊郭楼建物）」
にてフォーラムを開催しました。第１部基調講演に兵庫県
篠山で古民家再生利用に取り組み、地域活性のため活動さ
れている建築家　才本謙二氏（才本建築事務所代表）をお
招きしました。
　才本氏は地元篠山で自身が関わったプロジェクトを例に、
利活用の手法、資金調達関連、公的な補助金制度の活用、
所有者の維持管理の軽減、重伝建地区への対応等、多様な
視点からアドバイスされました。その後、徳本探訪部会長
から建物調査の経緯、活動報告を行い前段は終了しました。
　休憩を挟み第２部は、各地の活動家による報告及び地元
町家所有者からの建物紹介が有りパネルトーキングに続き
ます。まず才本氏は利活用関連の諸々の法的問題の処理、
日々の暮らしの中に重要なヒントが有る等々のお話をいた
だきました。
　上田琢也氏（今井町まちなみ再生ネットワーク理事長）は
現在の今井の現状と推移について話され、道路が狭く往来
に困難がある、又夜間の環境も問題があるとのことでした。
　小山豊氏（ＮＰＯ法人くらす理事長）は地元柳町の再生
利用を通じて地域の貢献活動報告がありました。
　前田貴司氏（町家所有者）は、ご自身の職業（ＣＦＰ）
を踏まえ自宅の例を挙げながら税金対策と資金面の課題を
提起され、又再生事業は多いに夢を持てる事だと強調され
ました。
　葉本英明氏（町家所有者）も自宅を紹介して、木喰虫の

駆除方法を質問され、又我々建築士に対し柔軟な相談者で
あって欲しいとの要望もされました。
　徳本雅代（副支部長・探訪部会長）は郡山の地域特性を
保ち住人と建築士も意識を自覚して進めるのが重要である
と提言しました。
　当初の予定を多少オーバーしましたが、コーディネータ
ーの何左昌範（支部探訪部会員）の軽妙な進行に支えられ、
参加の方は熱心にメモを取ったり、質問をしたりと白熱し
た中パネルトークは終了致しました。
　締めくくりで、井上慶治副会長が「我々建築士をもっと
愛してもらい、上手に利用して頂きたい」と挨拶されて幕
を閉じました。
　今回のイベントは当支部探訪部会の中間的区切りでの活
動報告会であり、さらに目標を掲げ、前進しなければと痛
感しております。
　尚この開催に際し協力を頂いた多くの方、とりわけ町家
建物所有者・住人の方・町歩き、聴講参加の方・活動家の
方々・大和郡山市役所・建築士会の方々に対し厚く御礼申
し上げる次第であります。
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杉山小児科医院
内観

松田家住宅
坪庭吹抜け

（記・郡山支部　副支部長　和田　修）

「未来につなぐ！」
報告書冊子

パネルトーク
の様子

基調講演
（建築家　才本氏）
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１．研修期間
　平成２８年３月１８日〜平成２８年３月２５日（日本時間）

２．はじめに
　スペインは地域ごとに各隣国の歴史・文化に影響され現在にいたります。今回の研修にて、バ
ルセロナ・バレンシア・グラナダ・コルドバ・ラマンチャトレド・マドリードと、各地によって
違う歴史的背景と風土・街並み・建築物、スペインの代表的建築家アントニ・ガウディの作品群
の現状を報告いたします。

３．研修日程
３月１９日
バルセロナにて、サグラダ・ファミリア、コロニア・グエル教会、ミロ美術館、
バルセロナ・パビリオン、カンプ・ノウスタジアム見学
３月２０日
バルセロナにて、サン・パウロ病院、グエル公園、グエル邸、サンタ　エウラリア大聖堂、
カタルーニャ音楽堂、ピカソ美術館見学
３月２１日
グラナダにて、アルバイシン地区サン・ニコラス広場、
夜間　へネラリフェ庭園、アルハンブラ宮殿見学
３月２２日
コルドバにて、ユダヤ人街、聖マリア大聖堂（メスキータ）バハーダ・デル・プエンテ橋見学
ラマンチャ地方にて、コンスグエラ風車見学
３月２３日
トレドにて、サント・トメ教会「オルガス伯の埋葬」、サンタマリア・トレド大聖堂見学
マドリードにて、マドリード市街、プラド美術館見学

４．研修内容・感想
　このたびはスペイン建築研修という大変貴重な経験をさせていただい
たことを大変感謝しております。多くの建築を見学させていただきまし
たが、その中から数点抜粋し報告させていただきます。
○サグラダ・ファミリア
　１８８２年に着工し現在も建設・修復中の建築である、第９代目設計責
任者によると２０２６年に完成予定と発表されている。外観は１３４年と長い
月日が経つとともに西洋建築特有の石の建築であるために建設時期に
より、同じ素材ではあるが様々な表情を表していた。内部は１つの柱

サグラダ・ファミリア

ミロ美術館

バルセロナ・パビリオン

サンタマリア・トレド大聖堂聖マリア大聖堂
（メスキータ）

アルハンブラ宮殿コロニア・グエル教会

奈良支部
スペイン研修報告書
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が細く感じ、逆さ釣模型が表しているように自然の力にさからわない、合理的な構造体、
そこに植物、動物、悪魔などをモチーフにした装飾が加わることにより、今まで体験した
ことがない内部空間を感じることができた。内部床を一部大理石ではなくコルクを使用し
コスト削減をしたり、３Ｄプリンタなどの最新技術により建設速度を上げたりと、コスト・
技術面も工夫されているが、予定通り完成したサグラダ・ファミリアを観て、１４４年の月
日を経て完成した建築と今回の研修にて観て体感したものを比べてみたい。
○グラナダ　アルバイシン地区
　イスラーム時代の街並みが残り白壁と石畳で構成された地域のアルバイシン地区にある
アルハンブラ宮殿を一望できるサン・ニコラス広場、この地域はアルハンブラ宮殿・ネラ
リフェ庭園とともに世界遺産に選ばれている。タイルがあらゆるところに配置されており
表札・ベランダの上裏開口部など、グラナダのシンボルであるザクロの絵や幾何学的文様
が入っているものが多く見られた。
○アルハンブラ宮殿・へネラリフェ庭園
　ヘネラリフェ庭園を通りアルハンブラ宮殿へと入っていく、ヘネラリフェ庭園は門のよ
うな植栽や死の象徴でもあり墓地などに多く植えられている糸杉が配置されており、西洋
風な印象が感じ取れたが、石畳にはやはりザクロの模様があり、そこから見えるアルハン
ブラ宮殿はカルロス５世宮殿・ナスル宮殿など敷地内だけであってもルネサンス様式やイ
スラームナスル朝様式など歴史的背景から見て取れる建築様式の違いも色濃く残っている。
ナスル宮殿内部に入ると木・タイル・漆喰が多く使われておりそれらで天井・壁面などの
装飾・幾何学的文様などを作り、石はいくつかあるパティオの周辺の柱など必要最小限と
なっている。
○聖マリア大聖堂（メスキータ）
　メスキータはキリストの再征服が果たされた後その名を聖マリア教会とし、イスラーム
様式の一部を取り壊しゴシックとルネサンス様式の折衷した聖堂を増築したものが現在の
通称メスキータとなっている。木製の幾何学的文様の開口部、ミフラーブがあり、レンガ
と石灰石の２重アーチからなる天井の低い薄暗い空間にステンドグラスから光が差し込ん
でいるイスラーム建築があり、そこにバットレスなどを用いたゴシック様式の聖堂が中心
部に増築されている。当時は入り口が多数あり光・風ともに多く取り入れられていたそう
だが現在は１つしかなく他はふさがれている。ミナレットにおいても現在は鐘を鳴らすキ
リストの鐘楼となっている。このように２つの大きく異なった宗教建築が歴史・時間を経
過しようとも現代まで現存しているという事で、宗教や時代による建築の違いというもの
を確認できる数少ない建築である。

○最後に
　今回の研修にて、スペインの国内においてもその土地の歴史的背景・風土により街並み建
築において様々な違いを見ることができ、バルセロナではガウディをはじめとするモデルニ
スモ様式、グラナダ・コルドバではムデハル様式と影響されているところが違う。
　また郊外の住宅は、外壁は白で屋根はレンガ、建具等にビビット色が多く見られたが少し
マットで周辺と調和しているように見て取れた。
　市街地においては、アパートに駐車場がなく道路に駐車しているところなどから、新築は
少なく改修を基本としていることが見て取れ、このようなとこから古くからの建築があるこ
とにより地域・地区により、現在でも街の様相が色濃く出ているのではと今回の研修にて感
じ取れた。
　最後になりましたが、今回の研修を企画してくださいました奈良建築士会奈良支部の関係
者皆様方に厚くお礼申し上げます。
 （記・福島貴大）
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開催日時　

　平成２８年３月６日（日）

　８：１５〜１７：００

開催場所　

　午前　京都国際博物館

　午後　二条城

参加者　

　２０名

　ようやく春の気配が感じられるようになってきた３

月６日、天理支部では京都方面への研修会が開催され

ました。

　今回の参加人数は、天理支部会員外のゲストの方々

も含め、総勢２０名の参加となりました。集合場所での

挨拶はマスク（花粉症）の話から始まり、天理を出発

したバスは、一路京都へ向かいました。

　まず、到着したのは東山の京都国立博物館。煉瓦造

りの正門をくぐると、広々とした敷地に大きな噴水、

そしてロダンの『考える人』が目に入ってきます。出

迎えてくれたのが寅のゆるキャラ『トラりん』。京都国

立博物館の公式キャラクタ－だそうです。尾形光琳の

12

天理支部
京都国立博物館・二条城　研修会

平成知新館にて　集合写真

平成知新館前　池

京都国立博物館　正門前

特別展示館　明治古都館
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幼名より『虎形琳ノ丞』からの命名のようです。

　更に正面奥には煉瓦造りの建物が旧本館と言われる

『明治古都館』が印象的。明治２８年竣工のフレンチル

ネサンス様式の煉瓦造平屋建ての特別展示館。重要文

化財となっており、今は耐震改修工事の準備段階で閉

鎖中のようです。平常展示場としては、左手の建物

『平成知新館』。２０１３年竣工で人工池を正面に配置し

たシンプルな近代建築でありました。

　個人的には、明治の煉瓦造りと近代建築がミスマッ

チしており、違和感があったのは私だけでしょうか。

　特集陳列『雛まつりと人形』をテーマに２月２７日〜

３月２１日まで特別展示されています。

　雛人形を飾るようになったのは、江戸時代の初期か

らのようで、雛人形の変遷を見ることが出来ました。

中でも立派であったのが、『御殿飾り雛』です。平常展

示としては、仏像や獅子・狛犬、水墨画など古来から

の伝統文化作品にふれることとなりました。

　午後からは、世界文化遺産の二条城へ足を運びまし

た。二条城は、１６０３年に徳川家康が造営し、１８６７年に

二の丸御殿にて、歴史にあった『大政奉還』を発表し

た場所となります。１９９４年には、ユネスコの世界遺産

に登録されたようです。

　二の丸御殿は庭園と立派な障壁画が残されており

（国宝）、その時代の統制や強さを感じる木造建物で

ありました。うぐいす張りの回廊が響き渡っていたの

が印象的でした。二の丸御殿は、当時の大名達が集ま

る客間的な建物であったようです。

　池に囲まれた本丸御殿や今は石垣だけの城跡を散策

し、春の気配を感じる広い庭園は距離にして往復約２

㎞以上はあったかと思います。

　今回の研修は、午後からの雨を心配しましたが、終

日春日和の一日となり、日本の伝統とその時代の作品、

そして古都京都の歴史を再勉強する機会となり、春の

陽気を満喫することができる研修となりました。

　今回研修の幹事様、支部長、そしてご参加頂きまし

た皆様有難うございました。

13

（記・天理支部　米杉三伸）

二条城　二の丸御殿
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平成２７年度支部総会
開催日時　平成２７年５月１４日（木）
　　　　　１６：３０～１７：３０
開催場所　ふたかみ文化センター（香芝市）
出　席　者　１８名（委任状６１名）議会は成立
　今年度、高田支部は香芝市にあるふたかみ文化センター
会議室にて事業報告会を行いました。県議会議員　奥山様、
衆議院議員　奥野様秘書木口様、奈良県建築士会会長　渕
上様、奈良県建築士会事務局長　鹿沼様を迎えての開催と
なりました。報告会終了後、同ホール内のレストランにて
懇親会が行われました。（一社）なら建築住宅センター理事
長西浦様の挨拶、奈良県建築士会事務局長鹿沼様の乾杯の
御発声の後、和やかなムードの中、懇親会がはじまりその
後も個々で熱い議論が繰り広げられました。
 （記・高田支部　谷　幸治）

第５８回　建築士会全国大会　石川大会及び㈱中東工場見学会
開催日時　平成２７年１０月３０日（木）～３１日（金）
開催場所　株式会社中東様（石川県）
出　席　者　９名
　少し肌寒くなってきた１０月、高田支部は石川県全国大会
に参加してきました。
　まちの活性化、防災まちづくり、建築文化の継承、その
ための専門家の育成を高く掲げ、４７都道府県建築士会９万
名の建築士同士とともに、次の通り宣言しました。

　今回、大会の舞台となった金沢は、「能」、「加賀万歳」、
「茶道」などの多様な文化、「金沢箔」、「加賀友禅」、「金沢
九谷」などの伝統工芸の他、武家屋敷、町家など歴史的な

建築物が数多く残っています。
　金沢は、伝統の趣の中に新しさが調和されており、今回
のテーマにふさわしい開催地と言えます。 
　翌日は㈱中東のご協力により、石川県は岩内町内にある
集成材工場の見学をさせて頂きました。
　切断、穴加工などはＣＡＤと連動した全自動のプレカッ
トマシンで行います。

　当日はパワーポイントを使用した集成材、施工実績の説
明や工場内の案内等、大変貴重な経験となりました。準備、
調整をされていた㈱中東の職員の方々には改めて御礼を申
し上げます。 （記・高田支部　上村孝友）

ゴルフコンペ・意見交換会・ボウリング大会
開催日時　平成２７年１０月２日（金）　ゴルフコンペ
　　　　　平成２７年１２月４日（金）　意見交換会
　　　　　平成２８年２月２６日（金）　ボウリング
開催場所　グランデージゴルフクラブ（ゴルフコンペ）
　　　　　夢心（意見交換会）
　　　　　オプトボウルタカダ（ボウリング）
出　席　者　１９名（ゴルフコンペ）
　　　　　３７名（意見交換会）
　　　　　４８名（ボウリング）
　これらの事業は高田支部で最も伝統的なものに違いない。
我々支部会員と賛助会の皆様、ボウリング大会においては
その社員と家族まで対象にしている。このようなレクリエ
ーションは意見交換の重要な場ばかりでなく、会員同士を
つなぐ強い絆となり、賛助会の方から技術と知識を得られ
る貴重な場となる。高田支部の会員が今後も減らずにより
魅力的であるために今後も開催していきたいと強く誓うも
のである。
 （記・高田支部　吉田　泰造）
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高田支部
高田支部事業報告
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近江八幡市見学会

開催日時　平成２８年３月１２日（土）
　　　　　７：３０～１８：３０
開催場所　近江八幡市環境エネルギーセンター
　　　　　近江八幡市（ラ・コリーナ近江八幡、
 ヴォーリズ建築）
参　加　者　２２名

　早春の候、高田支部では研修見学会を開催致しました。
　晴天に恵まれ、各研修先へ円滑に移動することが出来ま
した。
　最初の目的地は、「近江八幡市環境エネルギーセンター」
で、施設は６棟で構成されており延床約１万５００㎡の大規
模な一般廃棄物処理施設です。

　廃棄物の焼却で得た回収熱は、蒸気タービンで発電した
り温水プールにも利用されるそうです。その他、金属・ビン・
ペットボトル・紙類などの資源ごみも回収分別され、正に
廃棄物の総合環境エネルギー施設と言えるでしょう。
　次の研修地は同じく市内で、近江八幡を拠点として活躍
したアメリカ人建築家ヴォーリズ氏設計の建築散策へ向か
いました。旧八幡郵便局や近江兄弟社学園など２０軒余りが
現存しており、日本古来の伝統的建造物群にとけ込み素晴
らしい景観を形成していました。同日、左義長まつりが開
催されており、ダシの宮入に遭遇するなど伝統行事も観覧
でき、充実した散策となりました。

　次に向かったのは、建築史家・建築家の藤森照信氏設計
の「ラ・コリーナ近江八幡」です。

　店舗棟は既に営業されており、大変賑わっていました。
　また、建設工事中の事務所棟を見学できる貴重な機会を
得ました。藤森建築独特の造形と素材感は、懐かしくもあ
り斬新さを感じる、新しい価値創造だと感じました。

　そして最後に遅い昼食会場へ……。甲賀市にある「魚松」
の名物、近江牛と松茸のあばれ食いで、舌鼓を打ちつつ会

員相互・賛助会員との親睦を
図ることが出来ました。
　ご協力頂きました建設会社
他関係業者様、準備・調整を
頂きました支部の皆様にお礼
申し上げます。

 （記・高田支部　松村泰徳）
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「近江八幡市環境エネルギーセンター」南側外観

熱回収施設内部の見学の様子

「旧八幡郵便局」外観 左義長まつりのダシ回し

「ラ・コリーナ近江八幡」事務所棟を背景に… 店舗棟内部空間

晴天の下「ラ・コリーナ近江八幡」にて記念撮影

名物「あばれ食い」を堪能いたしました。
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　平性２８年３月２０日、平成２６年度の富雄地域歴史的建造物
調査に続き、平成２７年７月～平成２８年３月、平城地域５地
区の近世近代の歴史的建造物（主に住宅、社寺仏閣を除く）
を現地調査し、概要及び分布図にまとめ、地域住民への報
告会が「おしくま会館」で行われた。
【調査結果と主屋の判別結果】（調査総件数５６１件）

　平城地域は、奈良盆地の最北端に位置し、平城山丘陵と
西の京丘陵を含めた地域で、秋篠川支流押熊川流域に押熊、
その南側に中山、近鉄平城駅西側に秋篠、同じく駅の東側
に御陵、平城宮跡の北側に奈良と京都を結ぶ奈良時代以前
から有る古道、歌姫街道沿いに歌姫の５地区を調査した。

　報告会は、地域の調査を行ったヘリテージマネージャー
により、各地区の歴史（地区の方からの聞き取りによる）
と、景観・敷地、主屋、付属屋等の形態・その他の特徴・
調査を終えての感想等の調査報告の形で行われた。
　続いて、奈良女子大学名誉教授の上野邦一氏（奈良女子
大学各術研究センター国際親善教授）をコーディネーター
に迎え、報告者５人による「平城地域に残る歴史的建造物
調査を終えて感じたこと・歴史的建造物の維持等について」
のパネルディスカッションが行われた。

・押　熊：地域の人達が自分たちの住む建造物はこう有る
べきという住民の意識が高く地域行事をとうして自分た
ちの地域の歴史を守っていこうとする姿が見られる。
・中　山：歴史的建造物・中間的建造物が多く残されてい
るが空き家となっているものもみられ他の地域同様今後
の課題と考えられる。
・秋　篠：地域の連帯行事を守っていく事の大事さが住民
意識として感じる。歴史的建造物は古い技術を受け継い
でいくのが大事ではないか。所有者と大工さんの話し合
いで建物ができる。このことが大事だと思う。
・御　陵：日本建築のこれからを考えると、後世に何を残
すかをみると現存する歴史的建造物を残す必要がある。
・歌　姫：歴史的建造物が多く残っている。このままの美
しい家並みのスカイラインを残してほしい。

　又、「歴史的建造物を維持するにはどうすればよいか」に
ついては、地区からの人口流出をいかに食い止めるかが課
題となり、それには就労に必要な産業の確保が必要である
が地方都市の共通した悩みであり難問である。
　今回の報告会に参加頂いた地区の方々からの質問として、
歴史的建造物及び中間的建造物の調査は、外観からの報告
と成っているが内部の間取り調査はしないのですか？
　定点調査をおこなってみては？等いろいろな意見も聞か
れ自分たちの地区を大事にされている姿がうかがえました。

 （記・橿原支部　安田千鶴代）

平成２７年度・奈良市内における近世近代の歴史的建造物の掘り起こしによる地域活性化事業

平城地域歴史的建造物調査　報告会
押熊・中山・山陵・秋篠・歌姫

調査者による報告発表

パネルディスカッション

多数の地域住民が参加

歌姫秋篠御陵中山押熊

８２件１３１件１３６件７４件１３８件調査件数：敷地

３９件３１件２６件２０件３３件歴史的建造物
主　
　
　

屋

１９件３６件４８件３５件５４件中間的なもの

２１件６３件６１件１９件５０件非歴史的建造物

３件１件１件０件１件不明・その他

※不明・その他とは塀や庭木などにより主屋が確認できなかった
　件数、及び住宅以外の件数
※調査員：地域文化財建造物専門家（ヘリテージマネージャ）
　　　　　奈良県文化財職員（奈良市教育委員会との恊働）
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お知らせ

 鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸 
新 入 会 員 の ご 紹 介　『よろしく』 

勤　　務　　先　　　　　　住　　　　　　所　　（自宅）〒支部氏　　　名
大吉建設㈱奈良市西木辻町５８−６６３０−８３２５奈良吉 信 秀 樹
㈱ＹＵＧＯ・コーポレーション奈良市松陽台２丁目２−５６３１−０００７奈良河 野 隆 行
㈲四季園奈良市東九条町２２９−２０６３０−８１４４奈良中 川 祐 介
藤岡建築研究室奈良市南京終町７丁目５７１−５　糸川ハイツ１０１６３０−８１４１奈良与 語 一 哉
㈱瀧川社寺建築桜井市阿部３２７　ラウンドハピーネス２０２６３３−００５４桜井渕　 将 一
㈱都市企画設計コンサルタント橿原市東坊城町９９８−４　タウニィ坊城Ａ棟１０２号６３４−０８３５橿原金 山 尚 文
㈱ヤマダエスバイエルホーム磯城郡田原本町大木２１１６３６−０２４２橿原扇 田 真 希
㈱松田組奈良市芝辻町４−１−６　メゾン佐保Ｂ４０６６３０−８１１４奈良美 島 裕 作
㈲相互設計奈良市川上町９３番地６３０−８２０２奈良生 駒 奉 文
㈲ビー・ステップ奈良県磯城郡田原本町西代４５９−２６３６−０２２５橿原吉 田 修 平
かとう建設㈱橿原市上品寺町４７−１−６０４６３４−０８０３橿原森　 雅 之
㈲センザイ不動産一級建築士事務所生駒市辻町８８１−３７６３０−０２１２天理福 田 成 生

●平成２８年度　通常総会について
日　時：平成２８年５月１９日（木）　　　１６：００～
場　所：奈良県文化会館
議　事：平成２７年度事業報告及び決算承認
　　　　理事及び幹事の選任について
　　　　平成２８年度事業計画及び予算（案）について
　　　　その他
　　　　事業報告会　１８：００～１８：３０
　　　　懇親会　　　１８：４０～２０：００
※正会員の皆様は、出欠票を提出頂きますようお願いいたしま
す。なお、残念ながら欠席される場合には、必ず委任状のご
返送をお願いいたします。

●平成２８年度建築士試験日程の案内
１平成２８年一級建築士試験日程
　申込書配布 ４月１日（金）～５月１６日（月）
　申込受付 ５月１２日（木）～５月１６日（月）
　「学科の試験」 ７月２４日（日）
　「学科」合格発表 ９月６日（火）予定
　「設計製図の試験」 １０月９日（日）
　「設計製図」合格発表 １２月１５日（木）予定
２平成２８年二級建築士試験日程
　申込書配布 終了
　申込受付 終了
　「学科の試験」 ７月３日（日）
　「学科」合格発表 ８月２３日（火）予定
　「設計製図の試験」 ９月１１日（日）
　「設計製図」合格発表 １２月１日（木）予定
３平成２８年木造建築士試験日程
　申込書配布 終了
　申込受付 終了
　「学科の試験」 ７月２４日（日）
　「学科」合格発表 ９月６日（火）予定
　「設計製図の試験」 １０月９日（日）
　「設計製図」合格発表 １２月１日（木）予定
※詳細は（公財）建築技術センターのホームページをご覧下さい。

●平成２８年度一級・二級・木造建築士定期講習についてのお知
らせ

日程【第１期】
　日　　時：平成２８年６月８日（水）
　場　　所：奈良県産業会館（大和高田市）
　定　　員：１００名
　受付期間：終了
【第２期】
　日　　時：平成２８年８月２３日（火）
　場　　所：ホテルリガーレ春日野（奈良市）
　定　　員：６０名
　受付期間：６月１３日（月）～３０日（木）
【第３期】
　日　　時：平成２８年１２月６日（火）
　場　　所：奈良県産業会館（大和髙田市）
　定　　員：１００名
　受付期間：１０月予定
【第４期】
　日　　時：平成２９年２月２３日（木）
　場　　所：ホテルリガーレ春日野（奈良市）
　定　　員：６０名
　受付期間：１２月予定

●訃報
　増田　浩三　氏（奈良支部）６月１２日
　北林　政一　氏（橿原支部）１１月１３日
　福井　　弘　氏（橿原支部）１１月
　福村　史郎　氏（奈良支部）２月１日
　矢野　友洋　氏（郡山支部）２月９日
　岡田　　晃　氏（吉野支部）３月１３日
　大岡　一成　氏（奈良支部）４月１日
　 ご冥福をお祈りいたします。　
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　原稿の最終確認をしていこうか
という最中、大きなニュースが飛
び込んできました。
　４月１６日、熊本県熊本地方で、
最大震度６強の大地震が発生しま
した。その後、震度７の地震が続
けて発生しており、余震も多く今
回の地震の特徴にもなっているよ
うです。
　一夜明けて、被害状況が徐々に
明らかになっていくなか、「阪神淡
路大震災」の時とは違い、発生が
比較的田舎だということもありま
すが、火災等の二次災害が少ない
ように見受けられます。過去の地
震の教訓が生かされているのかな
と嬉しく思う半面、やはり多くの
建物が、倒壊・半倒壊している映
像が流れています。
　耐震改修が進められてきた現在、
熊本県でも耐震補強工事を終えた

建物が多く存在するはずです。そ
の建物が、今回の地震でどのよう
な状態で人々の命を救ったのか知
りたいと思うのは、私だけではな
いはずです。
　今回の地震も、活断層が原因と
されていますが、奈良県にも活断
層は存在します。しかし、私が木
造の耐震診断をした方の多くは、
「奈良は都があったから大丈夫
や」とおっしゃいます。そういっ
た方の考えを少しでも変えるよい
機会だと思います。
　地震は大変恐ろしい自然災害で
す。避けようが無い災害です。し
かし、気持ちひとつで変えられる
災害でもあると思います。少しで
も多くの方に分ってもらいたい。
私自身も気持ちを新たにした次第
です。 （記・宮浦重彦）

３（火）　 　憲法記念日

４（水）　 　みどりの日

５（木）　 　こどもの日

１２（木）　一級建築士試験受付

 （１６日まで・奈良県建築士会館）

１９（木）　平成２８年度通常総会 （奈良県文化会館）

２５（水）　住宅無料相談会 （奈良県建築士会館）

●

●

●

2016年5月Calendar

2016年6月Calendar

８（水）　第１期定期講習 （奈良県産業会館）

２２（水）　住宅無料相談会 （奈良県建築士会館）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /UseDeviceIndependentColor
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 96
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 96
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides true
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /ClipComplexRegions true
        /ConvertStrokesToOutlines false
        /ConvertTextToOutlines false
        /GradientResolution 400
        /LineArtTextResolution 1200
        /PresetName <FEFF005B9AD889E350CF5EA6005D>
        /PresetSelector /HighResolution
        /RasterVectorBalance 1
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


